
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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滝 夜 叉姫
（五月姫）
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

西 川  博

西 原  弘 明
佐 伯  剛

大宅中将光圀
山 城 光 成

・・・
・・・

中 矢  知 明
市 川  雅 裕

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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・・・

大 野  貢
佐 古  樹
植 野  智
西川  美代子

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多くの手下を従
えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第二幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）
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胡 蝶
土蜘蛛の精魂

中 矢  知 明
上 田  元 気
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源 頼 光
碓 井貞 光
卜部 秀 武

西 川  幸 治
杉 籔  裕 也
植 野  智

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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橋 本  一 登
森 脇  優
土 田  靖 博
西川  美代子

　大和の国を一望する葛城山に棲み付き、天下を撹乱（かくらん）しようとする土蜘蛛の精魂が、都の守・源頼光（みなもとのらい
こう）へ忍び寄ります。時に頼光は病に伏し、頼光の美しい侍女・胡蝶（こちょう）が典薬（てんやく）の守から薬を持ち帰るところ
を、土蜘蛛の精魂は襲います。そして、胡蝶になりすますと、頼光に毒薬を薬と偽って飲ませます。しかし、頼光に正体を見破られ、
伝家の宝刀「膝丸（ひざまる）」で一太刀浴びた土蜘蛛の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光は、我が身を救った宝刀「膝丸」を「蜘蛛切丸（くもきりまる）」と改め、四天王にこの刀を授け土蜘蛛退治を命じます。四天
王は、葛城山へ向かい精魂の妖術に立ち向かい、壮絶な戦いの果てに成敗するという物語です。

第一幕『葛城山』（かつらぎざん）

宮崎神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
　明治の終わり頃、秋祭りには安芸高田市（旧高田郡）方面から神楽団の方々にお願いし、奉納していました。（古老先輩の
談）このことに着眼し、大正初期頃、氏子から同好の者を募り、舞いの師事を得て「日進神楽団」として発足しました。戦時下
で一時中断しましたが、昭和27年、当時は他の神楽団の衣装を借りての舞でしたが諸先輩が記録誌、用具（小物）を整え「志
路神楽団」と改名しました。
　その後、昭和34年に地区内外の方々に多大なるご協力を戴き念願の衣装が完成しました。そして、地元の宮崎八幡宮の名
前を拝し、「宮崎神楽団」と改名し、現在104年目に至っています。　未熟ではございますが、稽古を重ね後継者の育成に邁進
してまいります。

みやざきぐらだん


